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 朝夕は少し寒い日が続くようになってまいりました。皆様お元気

でロータリー活動にお励みのことと存じます。 
各クラブの皆さんに温かく迎えていただいて楽しく公式訪問を続

けてまいりました。阪南 RC1 クラブを残して、すべて予定どおり終

了することになると思います。会員数が少なくても十分クラブ活動

が行えているクラブや、かつての会員数が半減して運営に苦労して

いるクラブ等様々あることが分かりました。特に会員数が半減した

クラブでは財政面や、役員選出に苦慮しているように感じました。

各クラブ共に会員数を増やしたいと強く願っております。 
2640 地区では、従来のテリトリーの中に複数のクラブが存在する特色があります。その為、

会員増強についてクラブ間の競合の問題が話題になりました。 
クラブの運営、会費、特色ある活動など様々な独自性、多様性を創造して行くことが望まれる

と思います。クラブはサイズではなく活動の内容が大切であるとの想いを強くいたしました。 
“ノー”と云う会員がいない。 

観客席に座っている会員はいない。 
“やらされている”会員はいない。 

つまり会員全員がロータリーを納得している、こんなクラブを目指すべきだと思います。その

為にはオリエンテーション、インフォーマルミーティング、クラブフォーラム、クラブ協議会

等々、クラブのリーダーは会員の理解のすすみ具合をみながら回数を重ねていただきたい。 
我々に近道はないと思います。 

公式訪問を通じて、明らかになった諸問題について、今後ガバナー補佐を中心としてグルー

プ協議会で充分議論をして、出来るところから“クラブ活性化”のため努力をして行きたいと

思っています。 
12 月は家族月間です。我々の将来のことを考えると、今ロータリーに入会したばかりの若い

会員は、子育て、仕事と家庭の両立、ロータリー活動と日々奮闘しております。 
毎日大変忙しいのです。ロータリーの一部として自分の家族も受入れてほしいとの強い希望か

ら強調事項に加えられたと云われております。メンバーと家族が参加して、親睦、友好、奉仕

活動をすすめることが望まれています。若いメンバーには、大きく育ってほしいと願っていま

す。 
インターアクト、ローターアクト、RYLA、GSE、青少年交換、その他数多くの青少年のた

めのプログラムの重要性をしっかりと理解し、青少年の生活力を高めること、将来への準備を

整えることに積極的に手を貸すべきではないでしょうか。健康増進、教育振興、自己啓発等々、

ロータリアンとして彼らの模範となるべき事を自覚して共に努力してまいりましょう。 

ガバナーメッセージ 
国際ロータリー第 2640 地区

ガバナー  平原 祥彰
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ロータリー財団月間に寄せて 

 

 
 
 
 

パストガバナー  前窪 貫志 
 
 
ロータリーファミリーは、ロータリアンの家族、元ロータリアン、なくなったロータリアン

の家族、ローターアクター､インターアクター、財団奨学生、青少年交換学生、GSE 関係者、

米山奨学生（日本では）、ロータリーの活動に協力して頂いているかたがただと思います。まず、

ロータリアン家族の出番といえば、地域の清掃奉仕：麻薬撲滅運動：各種イベントの御手伝い

等なくてはならないメンバー：なかでも大変なのは青少年交換の海外の子弟：GSE の生活慣習

の違う人々のホームステイでのお世話は、ご家族に大変ご苦労を掛けるとともに、責任等を考

えると頭の下がる思いがします。ボランティアの見本でしょう、中には預かった子供さんの結

婚式にフランスまで招待された方もあるように聞きます。ここまで行くとロータリーファミリ

ーの真髄でしょう！体験出来るチャンスにめぐまれているのですから、まだの方は是非預かっ

て頂きたいものです。 
ローターアクトクラブは、18 歳～30 歳までの青年男女で構成され 12 クラブが活動していま

す。提唱しているクラブは 14（有田：和歌山：御坊：堺：河内長野：富田林：岸和田：泉大津：

松原：高野山：橋本：海南：海南東）クラブです。 
インターアクトクラブは、14 歳～18 歳までの少年男女で構成され 11 クラブが活動していま

す。提唱しているクラブは、11（高石 2：河内長野：富田林:橋本：高野山：和歌山南：岸和田

東：堺東：松原中：堺東南：大阪金剛）クラブです。 
まだ提唱されてないクラブの青少年奉仕担当の方はぜひローター；インターの行事に参加し

て く だ さ い 。 忘 れ て な ら な い の は ロ ー タ リ ー 青 少 年 指 導 者 養 成 プ ロ グ ラ ム

（RotaryYouthLeadershipAward）通称ライラとよんでいます。毎年春に 2 泊 3 日で最近は大

阪府立青少年海洋センターで行っています。毎年ホストが IM 単位でお願いしています、地区

委員会より要請があったら必ずふさわしい青少年と共に参加してロータリーファミリーを増や

してください。 
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是非ご参加を 

 
 
 
 

地区大会実行委員長 
蓬臺 雅吾 

 
会員の皆様 ご家族の皆様お元気ですか。 
 さて２００７～２００８年度国際ロータリー第２６４０地区の地区大会の要項をお知らせ出

来るまでになりました。 
RI 会長テーマ「ロータリーは分かち合いの心」を踏まえ、本大会テーマは平原ガバナーが目指

す「ロータリーを楽しもう」とさせて頂き。楽しい大会 明日のロータリー活動に繋げる大会

を目指して ホスト粉河クラブは基よりコホスト岩出クラブの皆様の暖かいご支援ご協力を賜

りながら準備を進めています。日時は４月１２，１３日、 場所は「和歌山県民文化会館」ホ

テル「アバローム紀の国」にて RI 会長代理として元 RI 会長ビチャイ・ラタクル氏を迎え開

催させて頂きます。 
 第 1 日目 指導者研修会には元 RI 会長ビチャイ・ラタクル氏による「ロータリー財団につい

て」のご講演。 また今まさに忘れられようとしている「人間本来の心の大切さ」について ノ

ートルダム清心学園理事長の渡辺和子氏による素晴らしいご講演をして頂きます。 
 第 2 日目は 紀ノ川市が日本に 世界に誇る聖医「華岡青洲」についての紹介を 元那賀町

教育長 池田章氏にお願いし同時に劇団による「華岡青洲」を上演いたします。 
基調講演として「安全で豊かな社会つくり」と題して 日本チェンストア協会会長である林紀

男氏にご講演を頂きます。 
ＲＩ会長代理を囲む会 ２日目の本大会にも郷土芸能やアトラクションも用意し、ロータリア

ンとご家族の皆様にとって交流友愛と 明日への活動に大いに役立つ大会にしていきたいと考

えて、 今後４ヶ月間全力投球で頑張ります。会員 ご家族の皆様のご参加をホスト粉河 RC 

コホスト岩出 RC 会員一同心よりお待ち申し上げます。 
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祝合併・堺北西南西ロータリークラブの誕生 

 
 
 
 
 

ＲＩ第 2640 地区         
ガバナー補佐 池田 茂雄 

 
 平成 19 年 10 月 27 日(土)「堺北西ロータリークラブ」と「堺南西ロータリークラブ」が合併

し、新しく「堺北西南西ロータリークラブ」の名称でスタートしました。堺北西ＲＣは 1992
年 11 月 12 日にＲＩ加盟が承認され、堺南西ＲＣは 1993 年 2 月 12 日にＲＩ加盟が承認された

クラブであります。どちらも今年が創立 15 周年を迎えることとなるため、両クラブ合同で創立

15 周年記念例会を同日「ホテル第一堺」において開催し、そのあと同場所にて合併調印式が行

われました。記念例会並びに合併調印式には、来賓としてＲＩ第 2640 地区からは平原祥彰ガバ

ナー・同大澤徳平パストガバナー・亀岡弘パストガバナー・勝野露観ガバナーエレクト・池田

茂雄ガバナー補佐・辻野嘉人ガバナー補佐が出席、そのほ

か堺市長・同市議会議長・同教育長・堺市内の各ロータリ

ークラブ会長・両クラブ創立当時の設立準備委員・クラブ

統合問題研究会関係者など多数の皆さんが出席されまし

た。それに、両クラブの会員並びにご家族出席のもとで盛

大に挙行されました。この合併はＲＩ理事会の承認日をも

って発効することとなっておりますが、去る１１月１５日

ＲＩ理事会で承認されました。 
 
 2004 年「ＲＩ規定審議会」において、クラブ合併がＲＩを脱退しなくてできるようになり、

以前よりもやりやすくなりました。その合併については「国際ロータリー細則・第 2050 項」に

明記されております。今回の合併は日本国内では四番目となります。ガバナー補佐として「堺

北西ＲＣ」が私の担当クラブであったため、就任早々の７月中頃に合併の話しを会長より初め

て耳にしました。両クラブとも今年の春頃から合併が話題となったことはあるものの具体化し

ないまま７月の新年度に入ったが、７月からは両クラブが毎週合同で例会を開いているとのこ

とでした。その後、合併をテーマとしたクラブアッセンブリーなどに何回か出席させて頂きま

した。又、合同で開催されたビアパーティーにも寄せて頂きました。幸い、両クラブの話し合

いも順調に進み、9 月 4 日(火)には両クラブがそれぞれ会員総会を開きともに合併が承認されま

した。その当時、毎週一回は地区合同会議が開催されておりましたので、ガバナーと堺地区の

ガバナー補佐にはその都度、報告させてもらいながら時が流れました。私がガバナーから受け
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たアドバイスは、両クラブから脱会者が出ないようにと

のことでした。前回までの例では直前になって脱会者が

何名か出たこともあっての気遣いでしたが、今回は全会

員がそろっての合併となりました。 
 今回の合併について話し合いをしました項目を列挙し

ますと次のとおりです。 
 
①新クラブの名称・②どちらのクラブのＲＩ承認年月日を引き継ぐか（新合併クラブの加盟日

となる日）・③新クラブの所在地・④例会場及び例会時間・⑤新クラブの役員・⑥クラブ細則及

びクラブ定款の作成・⑦両クラブが所有する財産の取り扱い・⑧両クラブ会員総会での承認・

⑨合併契約書・⑩ＲＩ提出の合併申請書、以上がクリアされて完了となりました。今回の合併

につきましては、平原ガバナーをはじめパストガバナーの皆様、それに国際ロータリー日本事

務局の皆様にご指導をいただきながら進めてまいりましたが、ガバナー補佐として色々と勉強

させて頂き有難うございました。 
 
 最後に、日本国内での合併事例にふれてみたいと思います。 
(1) 2005 年 6 月 8 日合併（岩手県） 

宮古西ＲＣ（1991 年創立）と宮古ＲＣ（1959 年創立）が合併し、親クラブである宮古Ｒ

Ｃの名称を引き継ぎ、13 名と 25 名で 38 名のクラブとなりました。 
(2) 2005 年 6 月 24 日合併（山形県） 

上山蔵王ＲＣ（1993 年創立）と上山ＲＣ（1957 創立）が合併し、親クラブである上山Ｒ

Ｃの名称を引き継ぎ、8 名と 22 名で 30 名のクラブとなりました。 
(3) 2007 年 6 月 28 日合併（神奈川県） 

神奈川西ＲＣ（1999 年創立）と神奈川ＲＣ（1960 年創立）が合併し、親クラブである神

奈川ＲＣの名称を引き継ぎ、13 名と 43 名で 56 名のクラブとなりました。 
(4) 2007 年 10 月 27 日両クラブ合併調印（大阪府・今回） 

堺北西ＲＣ（1992 年創立）と堺南西ＲＣ（1993 年創立）が合併し、新しい名称「堺北西

南西ＲＣ」として引き継ぎ、5 名と 14 名で 19 名のクラブとなりました。 
 
以上のとおりですが、１番目から３番目までは、親クラブが子クラブと合併した事例です。今

回の場合は、親子関係でないクラブとの合併であり、我が国で初めてのケースとなりました。

私は、合併を奨励するつもりはありませんが、日本においてはロータリークラブ会員が激減し

ており、又、一クラブ当たりの会員数も減少しております。このような状況の中では、選択肢

の一つではないかと思います。今回の「堺北西ＲＣ」と「堺南西ＲＣ」の元両会長は、１プラ

ス１は２ではなく「３」にも「４」にもなるようクラブの活性化に取り組みたいと抱負を述べ

ておられます。新しくスタートしました「堺北西南西ロータリークラブ」の今後ますますのご

活躍をお祈りいたします。
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2007-2008 GROUP STUDY EXCHANGE PROGRAM 

Rotary District 2640 GSE 団長報告 
 
 

堺東南 RC 副会長&地区財団委員＆         
Rotary District2640GSE 団長   中川 優 

 
１．Rotary District 1150(South Wales)４週間滞在の概況 
２００７年１０月６日(土)平原祥彰ガバナー、坂本順一 GSE 委員長はじめ、多数のロータリー

関係の方々の激励及び見送りを頂き、当日の夜１０時過ぎにカーディフ空港に無事到着しまし

た。空港では、Roy Blacker ガバナー、Bob Higgins 地区財団委員長、Keith Moger GSE 委員、

来春日本に来られる GSE 団長の Steve Jenkins、ロータリアン及び家族の方々も多数、迎えに

来られており感激いたしました。７日(日)は、イベントがなくホテルでくつろぐことができまし

たが、８日(月)からの１週間は、行事がびっしりで寝るのが深夜１~２時の毎日で、食事も３食

ともに量が多くて消化剤を飲んで、健康に気を使う毎日でした。ロータリアンの方々は、友好

的で、親切で、英語も少しゆっくり話していただけるので、団員一同、直ぐにウエールズに溶

け込める様になりました。RC の例会には週２～３回のペースで参加し、簡単なスピーチ及びバ

ナー交換を行いました。時々質問も出たりで和やかな時間を送りました。また、週に１~２回の

ペースの ZONE 単位の集まりでは、我々の紹介をパワーポイントを用いて約２０分、また、お

茶会、書道実演、更にギター伴奏での日本の歌及びウエールズ国家を歌ったりして、７時過ぎ

に開始する合同例会が１０時を過ぎるほどの大盛況でした。 
毎回６０～７０人前後の方々が参加されていました。 
 
１３日(日)午前１０時３０分からの２０分間は、我々の最大の行事です。前日には、RI１１

５０地区大会の行われる Torquay（トーキー）にロータリアン家族と共に移動し、前夜祭を楽

しみました。前夜際の会場では、我々の着物姿を見るや一緒に写真を撮りたい人で混雑し、中々

会場に入れないほど人気がありました。P.P.R.I Bill Boyd 氏の講演も聞くことができ感激しま

した。ポリオ撲滅を強調されていました。 
１３日(日)午前１０時３０分前に司会者の手が上がり、我々は、壇上に向かいました。事前に

Roy ガバナーより、時間トータルで２０分以内にすることを厳しく告げられており、超えると

即座に打ち切ると脅かされていましたが、無事、事無く流暢に発表を終了しました。今回の地

区大会参加者は約６００人でした。 
 
職業訓練では、Wales の大学、高校、小中学校などを何箇所か見学し、有益な議論を行いま

した。特に、日本との教育上の相違点、Wales 教育の特徴など多くを学びました。詳しくは団

員からの報告を期待してください。主なイベントを項番３に示します。 
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Roy Blacker ガバナー、Bob Higgins 地区財団委員長、Keith Moger GSE 委員、及び、各 ZONE
のシステムガバナー、ホームステイのロータリアン、及び、ロータリアンご婦人方の言葉では

表せない程の親切さを一杯受けることができました。添付した写真の表情でご理解頂けると思

います。今回の GSE 派遣は、有意義で大成功であったと自負しております。これからも是非、

RI2640 地区の行事として続けていって頂きたいと思います。素晴しい機会を与えて頂いたロー

タリアンの方々に感謝いたします。 
 
２．団員概況 (趣味) 

団長  堺東南 RC （ゴルフ HC17） 和歌山大学システム工学部教授 中川 優 
 団員  和歌山西 RC 推薦（ドラム演奏）和歌山大学システム工学部助教 吉廣卓哉 
     和歌山 RC 推薦（ビリヤード）  海南高校英語教諭 堀亜希子 
     羽衣 RC 推薦（スキューバーダイビング）ＫＴＣ外語学院講師 竹谷佳保里 
     堺東南 RC 推薦（グライダー操縦）特許事務所職員 教村香織 
 
３．スケジュールと主なイベント 
訪問地のRotary District 1150(南ウエールズ地方)は、７ZONE(７ゾーン)から構成されており、

我々の IM１~８組と類似したものです。IM には、２~３人のガバナー補佐がいますが、当地で

は、ZONE 毎にシステムガバナーと呼ばれるガバナー補佐相当者が一名います。全員にお会い

しましたが大変多忙だそうです。特に、ZONE1 システムガバナーの Tony Park さんは、

ZONE1(和歌山県位の広さ)の RC を毎週、何度か訪問しているとのことです。ガソリン、軽油

ともに、￡１（２７０円/リッター）と高騰しておりました。  
 Rotary District 1150 滞在期間は、１０月６日～１１月２日でした。 
 
 主なイベントを次に示します。 
（１）ZONE 3/4 合同例会での初めてのプレゼンテーション及び歌の披露を緊張して行った。

10 日、New House Country Hotel にて Cardiff East RC による開催。 
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（２）Keith Moger GSE 委員宅にて、日本食パーティー（チラシ寿司、肉じゃが、味噌汁）11
日、ホームステイのホスト達との和やかな団欒。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）地区大会での発表、パーティー状況。Torquay にて、12－14 日。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）大学、高校、小中学校などの訪問の様子。 
 
主な訪問先：Cardiff University, Lampeter 
University, Swansea Institute, University 
of Wales, Ffynnonbedr Primary School, 
Llndrindod Wells High School, Carmarthen 
Primary&High Schools, UK Intellectual 
Property Office, Blaenau Gwent County 
Borough Council, Trinity College, Lampeter 
Primary School, House of Parliament 
London, National Library, Brace’s Bakery, 
Museums, Castles.  
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Wales の地図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GSE の体験を振り返って 

GSE 団員 吉廣 卓哉 

 
 一ヶ月間という長い間でしたが、終わってみると非常に短い期間だったと感じます。大勢の

方に、本当に心から歓迎していただき、心温まる人と人との交流をすることができました。観

光旅行では決してできない多くの経験を通じて、日本とウェールズの文化的な違いや、逆に人

として共通な考え方や価値観を知りました。このように大変有意義な機会を与えてくださった

皆様に心より感謝いたします。 
 さて、訪問を通じて驚いたことの一つに、彼らは日本文化についてとても興味を持ってくれ

たうえ、強く尊重してくれたことがありました。これは正直なところ、想像以上でした。現地

では幾度かプレゼンテーションで日本の紹介をし、書道、お抹茶、折り紙、日本の歌の実演を

したのですが、毎回のように盛況で、例会終了の鐘が鳴るまで、日本の言葉や文化に対して質

問が尽きることはありませんでした。ある方は慣れないのに夜遅くまで熱心に折鶴に取り組み、

折り方を覚えてしまわれました。また別の方は「故郷」の歌詞の意味を知りたいと熱心に訊ね

て来られました。とても全ては語り尽くせませんが、とにかく日本文化は非常に興味を引き、

素晴らしいものだと大きく賞賛してくださったのです。 
 実はウェールズもまた、自国の文化を大切にする国です。例えば、現地では多くの方が第一

言語として英語を話すのですが、数年前から、ウェールズ語を絶やさないために、幼稚園から

の英語とウェールズ語のバイリンガル教育を始めたそうです。また、St.Fagans という屋外ミ

ュージアムでは、ウェールズの伝統的建物を郊外から移築して散歩がてら見て回れるようにし

て市民に無料開放しており、家族連れを含めて多くの方が来られて賑わっていました。 
そんな愛国の国だからこそ、彼らに全く馴染みのない日本文化もこれほど受け入れられたのか

もしれないと思います。本当に貴重な異文化交流の機会でした。今後、この経験を教育や様々

な場面に生かすよう努力する所存です。 
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日本の歌の披露 

お茶会と書道のデモ 

折鶴を折った Mandy 

St. Fagans の様子 
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海南高校教諭  堀 亜希子 

 
今回ウェールズへのＧＳＥ団員に選出していただいたことに心から感謝申し上げます。本当

にありがとうございました。1 ヶ月に渡るＧＳＥプログラムで特に心に残ったのは、ホームス

テイ、職業訪問、例会への参加の三つです。 
ホームステイでは各家庭で家族の一員として温かく

受け入れていただきました。話し好きな方ばかりで、

飼っている猫の話から「近頃 UK には東欧諸国からの

移民が多いがそのことについてどう思うか」という話

まで、いろんな話題で盛り上がりました。会話で一番

役に立ったのが受験英語だったことには驚きでした。

職業訪問では学校見学をさせていただき、先生方がと

ても厳しいことが印象的でした。例会では浴衣姿で茶

道･書道の紹介をし、体験も楽しんでいただきました。

「これだけお世話になっている私たちが今お返しできることは」と考えると、「更衣時間・場所

が 10 分でもトイレでもとにかく浴衣姿を披露」「夜中の 3 時までかかっても折鶴 50 羽・筆で

書いた『愛』『平和』『夢』50 枚用意」などで、とても喜んでいただけて非常にうれしかったで

す。ウェールズ国歌を歌ったときに、全員が起立・斉唱してくださった光景は忘れることがで

きません。 
学ぶことばかりの 1 ヶ月でした。それを私だけの経験に終わらせず生徒に伝えることで、彼

らの学ぶ意欲を喚起するとともに学力向上の一助となるべく今まで以上に仕事に邁進する決意

です。本当にありがとうございました。 
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Ｗａｌｅｓ 

 
 教村 香織 

 
一ヶ月にも及ぶ外国での生活は初めてでした。深くＧＳＥの活動についても理解せぬまま、

平常の忙しさにかまけて、ろくに準備もできずの出発となりました。間違いなく、今まで生き

てきた中で、これほど濃密な一ヶ月はありません。観光名所だけでなく、学校や、自分の職業

に関連する施設など、個人旅行では到底訪れることのできない場所に行かせていただきました。

もちろん、そこでも新たな出会いがあり、日々世界が広がっていく時の貴重さに帰国して日常

の世界に戻ると、改めて気付かされます。異文化に触れるというのは、ただ単に魅力的で楽し

いだけではないと思います。吸収するだけでなく、自分の中から還元できる何かを見つけるの

に苦労したこの一ヶ月でした、新たな人々、新たな価値観を知ることで、自分自身を見つめな

おし、今後の人生の歩みに対するヒントを今回の活動を通して得ることができたと思います。

このような機会を与えていただけたことに、心より感謝いたします。 
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竹谷 佳保里 

GSE 団員への選出,本当に感謝しております。ありがとうございました。 
 
短すぎた 1 ケ月,とにかく毎日が新鮮だった。 
塾講師を職としているのだが,WALES にはその制度がない。そこで私の訪問先は保育園,幼稚

園,小学校。時間をもらい折紙,茶道,浴衣を披露し日本文化を紹介。給食もご一緒させてもらっ

た。抹茶は'mild'という 8 才児がいたけれど,大体は苦いという意見。味より過程を楽しんでい

る様だった。持参した日本の祭や風景の写真を見て,いつか行きたいと話してくれた。 
日本文化紹介といえばマイクを使う大会場でのプレゼンテーション。回を重ねる毎に余裕が出

来,茶道,書道,日本民謡等を紹介し,参加してもらう事で日本文化を感じてもらえた。全く知らな

い隣の人が,会が終わる頃には hug しアドレス交換をしながら写真を撮る等,出会いの場だった。 
最短 2~最長 4 日という短い期間で受入をしてくれた 5 つの温かなホストファミリー。ロンド

ン,舞台,ナショナルガーデン,大学,古城に同行したり,ボーリングをしたり。日本食を作っておも

てなしをし,楽しい時間を共有できた。持参したレンジでチンの御飯は大活躍だった。 
本当によく笑った,食べた,飲んだ。ホストとの別れ際にはよく泣いた。写真も 1000 枚以上撮

影。一期一会というけれど,この旅全てが財産だ。それらを今後の職に活かし,生徒に伝えること

で彼らの視野を広げ,未来への希望が膨らめばと思う。 
本当にありがとうございました。 
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１１００    月月  

柴本
しばもと

 米一
よねかず

 
所属クラブ：御坊東ＲＣ 

職 業 分 類：建築設計 

生 年 月 日：1965 年 5 月 22 日

岡井
お か い

 信介
しんすけ

 
所属クラブ：羽衣ＲＣ 

職 業 分 類：健康管理 

生 年 月 日：1972 年 11 月 13 日

小郷
お ご う

 幹夫
み き お

 
所属クラブ：橋本ＲＣ 

職 業 分 類：ゴルフコース 

生 年 月 日：1946 年 9 月 27 日

塚本
つかもと

 正実
ま さ み

 
所属クラブ：貝塚ＲＣ 

職 業 分 類：タオル製造・販売

生 年 月 日：1953 年 4 月 15 日

番 匠
ばんしょう

谷
や

 光晴
みつはる

 
所属クラブ：関西国際空港ＲＣ

職 業 分 類：コンサルタント 

生 年 月 日：1957 年 4 月 19 日

尾
お

﨑
ざき

 高志
た か し

 
所属クラブ：河内長野ＲＣ 

職 業 分 類：脳神経外科医 

生 年 月 日：1946 年 6 月 21 日

藤原
ふじわら

 利男
と し お

 
所属クラブ：岸和田南ＲＣ 

職 業 分 類：果樹栽培 

生 年 月 日：1945 年 2 月 9 日 

白井
し ら い

 和美
か ず み

 
所属クラブ：美原ＲＣ 

職 業 分 類：医療 

生 年 月 日：1950 年 7 月 28 日

東
あずま

 秀昭
ひであき

 
所属クラブ：美原ＲＣ 

職 業 分 類：医療 

生 年 月 日：1961 年 1 月 22 日

八田
は っ た

 眞一
しんいち

 
所属クラブ：美原ＲＣ 

職 業 分 類：医療 

生 年 月 日：1957 年 3 月 10 日

森本
もりもと

 孝
たかし

 
所属クラブ：堺ＲＣ 

職 業 分 類：電力供給 

生 年 月 日：1955 年 9 月 5 日 

福本
ふくもと

 雅彦
まさひこ

 
所属クラブ：田辺ＲＣ 

職 業 分 類：重機運送業 

生 年 月 日：1965 年 7 月 23 日

中畑
なかはた

 安伴
やすとも

 
所属クラブ：富田林ＲＣ 

職 業 分 類：木材プレカット 

生 年 月 日：1951 年 2 月 5 日 
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訃 報  謹んでご冥福をお祈り申し上げます 

 

畑地
は た じ

 實
みのる

 様（田辺ＲＣ） 
２００７年１０月２５日死去 

在籍期間：５４年９ヶ月 

職業分類：不動産売買 

ポールハリスフェロー： 

ポールハリスフェロー マルチプル ２回 

米山功労者：米山功労者 マルチプル ６回 

生年月日：１９１５年３月２６日 

 

 

 

 

 

岩崎
いわさき

 武
たけし

 様（岸和田ＲＣ） 
２００７年１１月１２日死去 

在籍期間：３５年 

職業分類：外科医 

ポールハリスフェロー： 

マルチプル ポールハリスフェロー ５回 

米山功労者：マルチプル ６回 

生年月日：１９３２年９月２１日 

 

 

 

 

 

松本
まつもと

 勝
つよし

 様（羽曳野ＲＣ） 
２００７年１１月１２日死去 

在籍期間：３４年 

職業分類：砕石業 

     名誉会員（チャーターメンバー） 

ポールハリスフェロー：ＰＨＦ 

米山功労者：功労者 

生年月日：１９２８年１０月１３日 
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ＰＨＦ・ベネファクター（１０月分） 
 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

勝野 露観 3 和泉 梅香路 正 2 堺清陵 

勝野 露観 BE 和泉 坂上 悟 BE 和歌山西 

玉置 宣爾 2 大阪金剛    

数字はマルチプルの回数   ＢＥはベネファクター 

 

 

米 山 功 労 者（１０月分） 

 

お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

児島  良宗 2 有田 井出 敏 1 大阪金剛 

上野山 泰生 6 有田 町谷 謙一 2 りんくう泉佐野 

黒川 健三 8 羽曳野 南川 正一 1 堺泉ヶ丘 

納谷 健太郎 9 羽曳野 西田 泰庸 2 堺泉ヶ丘 

中尾 享平 3 海南東 岡村 博行 4 堺泉ヶ丘 

田村 健治 6 海南東 浅香 收 2 堺南 

田村 能孝 6 海南東 松井 敏郎 15 堺南 

柳生 享男 1 海南東 嶋田 豪洋 2 堺南 

山名 正一 4 海南東 宮田 和義 3 堺西 

西浦 啓之 1 河内長野東 嶽盛 和三 9 堺西 

浜中 雄二 31 岸和田東 辻野 嘉人 10 堺西 

平松 伸元 1 岸和田東 楠  玲子 2 堺フェニックス 

日野 浩志 2 岸和田東 三村 文男 3 堺フェニックス 

上林 史和 2 岸和田東 瀬川 勉 3 堺清陵 
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お名前 回数 クラブ名 お名前 回数 クラブ名 

川植 康史 2 岸和田東 梅香路 正 5 堺清陵 

亀井 亮雄 4 岸和田東 峯 保之 1 新宮 

片山 智信 4 岸和田東 上野 顕 3 新宮 

中橋 啓之助 7 岸和田東 笹野 吉信 3 田辺 

奥 忠道 5 岸和田東 橘  博 2 田辺東 

大石 武徳 5 岸和田東 玉置 和男 2 田辺東 

白井 陽子 1 岸和田東 木谷 聡一 2 和歌山 

嶼 光子 1 岸和田東 村垣 昌美 1 和歌山 

正面 隆夫 2 岸和田東 根来 孝夫 3 和歌山 

谷口 徹 4 岸和田東 寺下 俊雄 2 和歌山 

徳山 清二 1 岸和田東 和中 美喜夫 2 和歌山 

渡辺 泰敏 4 岸和田東 野上 成樹 1 和歌山南 

芳谷 里佳 1 岸和田東 井上 潤二 4 和歌山西 

横田 昌也 3 岸和田東 中井 秀行 5 和歌山西 

楠 公延 43 高野山 主井 知子 2 和歌山西 

松本 利達 4 松原中 坂上 悟 7 和歌山西 

上西 義隆 3 松原中    
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（財）ロータリー米山記念奨学会ニュース 

･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

2007 年 11 月 12 日発行 

 

･････････････････････････････････････････････････････････････････ 

 

１．寄付金速報 ― 米山月間の結果は？ ― 

２．2008 学年度の米山奨学金申込状況 

３．台湾学友会が中越沖地震へ義援金 

４．ネパールで貧困女性の自立支援に取り組むアルチャナさんが来訪 

５．中国の学友から 1,000 ドルの寄付 【米山学友 張 虞安さん】 
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このたびは昨年度の会計報告をさせて頂きます。今後ともロータリー文庫をご活用くだ

さるようお願い致します。 
ロータリー文庫 

２００６～２００７年度会計報告 
（貸借対照表） 

資  産 負  債 
現 金 62,317 雇用保険料預り金 8,833
普通預金 3,911,755 社会保険料預り金 243,754
定期預金 7,000,000 負債合計 252,587
仮 払 金 418,800 正 味 財 産 
現預金合計 11,392,872 次期繰越剰余金 11,140,285
合 計 11,392,872 合 計 11,392,872

（収支計算書） 
収  入 支  出 

会費収入 29,653,050 委 員 会 費 1,841,298
雑 収 入 448,205 業 務 費 2,747,769
 貸借管理費 9,426,989
 人 件 費 16,207,628
 予 備 費 0
当期合計 30,101,255 当期合計 30,223,684
前期繰越収支差額 11,262,714 当期収支差額 △ 122,429
収支合計 41,363,969 次期繰越収支差額 11,140,285

 

文 庫 通 信（243 号） 

ロータリー文庫 

〒１０５－００１１ 
東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階 TEL(03)3433-6456・FAX(03)3459-7506 

http://www.rotary-bunko.gr.jp
         開館＝午前 10 時～午後 5 時   休館＝土・日・祝祭日 
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第 2640 地区 出 席 報 告（2007 年１０月） 

 
会員数 入会 退会 会員数 入会 退会 

クラブ名 
07.7.１ 10 月末 10 月 累計 10 月 累計 

例
会
数 

10 月
出席率

平 均
出席率

クラブ名 
07.7.１ 10月末 10 月 累計 10 月 累計 

例
会
数 

10 月
出席率

平 均
出席率

有 田 37 37 0 0 0 0 4 79.81 85.19 大 阪 狭 山 5 5 0 0 0 0 4 85.00 85.00 

有 田 南 38 37 0 0 0 1 5 89.70 92.54 りんくう泉佐野 26 26 0 0 0 0 4 82.23 82.67 

有 田 ２ ０ ０ ０ 20 20 0 0 0 0 5 78.00 78.56 堺 77 82 1 5 0 0 4 91.81 89.35 

藤 井 寺 12 12 0 0 0 0 5 100 97.04 堺 東 33 33 0 0 0 0 5 98.62 98.94 

藤 井 寺 し ゅ ら 16 16 0 0 0 0 4 92.20 90.30 堺 北 西 14 14 0 0 0 0 5 72.30 75.48 

御 坊 55 56 0 1 0 0 3 93.20 89.53 堺 泉 ヶ 丘 23 24 0 2 1 1 5 96.67 95.05 

御 坊 東 20 21 1 1 0 0 4 85.72 86.43 堺 北 37 37 0 0 0 0 4 77.42 76.41 

御 坊 南 33 32 0 1 0 2 4 89.52 89.00 堺 南 37 37 0 0 0 0 4 89.85 87.57 

羽 曳 野 29 33 0 6 0 2 5 93.86 94.20 堺 中 30 31 0 1 0 0 5 60.45 66.57 

羽 衣 24 25 1 1 0 0 4 90.38 84.20 堺 南 西 5 5 0 0 0 0 4 80.00 80.00 

阪 南 15 14 0 1 0 2 5 100 98.72 堺 西 25 26 0 1 0 0 4 91.25 88.13 

橋 本 55 57 1 3 0 1 4 90.38 91.62 堺 お お い ず み 32 33 0 1 0 0 5 84.85 86.56 

橋 本 紀 ノ 川 22 24 0 2 0 0 5 85.80 87.20 堺 フ ェ ニ ク ス 22 22 0 0 0 0 4 73.75 74.38 

岩 出 29 29 0 0 0 0 4 87.93 93.21 堺 清 陵 24 24 0 0 0 0 4 98.86 96.59 

和 泉 39 40 0 1 0 0 4 75.49 79.80 堺 泉 北 12 10 0 0 2 2 4 85.33 84.24 

和 泉 南 35 38 0 3 0 0 4 54.04 55.80 堺 東 南 14 13 0 0 0 1 4 72.50 78.92 

泉 大 津 50 52 0 2 0 0 3 80.74 81.40 泉 南 23 20 0 0 0 3 4 82.45 80.61 

泉 佐 野 34 34 0 1 0 1 4 86.61 89.74 新 宮 59 60 0 2 0 1 4 83.75 83.60 

海 南 45 47 0 2 0 0 4 60.14 70.93 白 浜 17 17 0 0 0 0 4 86.67 94.17 

海 南 東 69 69 0 0 0 0 4 81.25 82.87 忠 岡 15 15 0 0 0 0 4 67.31 65.39 

海 南 西 24 25 0 1 0 0 4 81.00 84.75 太 子 6 7 0 1 0 0 44 85.71 80.94 

貝 塚 20 22 1 4 0 2 5 100 98.31 高 石 30 31 0 1 0 0 4 73.08 73.75 

貝 塚 コ ス モ ス 21 22 0 1 0 0 5 86.36 85.97 高 師 浜 21 21 0 0 0 0 3 75.44 82.20 

関西国際空港 35 36 1 2 1 1 5 66.29 66.87 田 辺 85 86 1 3 1 2 4 87.50 89.58 

河 内 長 野 31 31 1 1 0 1 4 85.00 84.20 田 辺 は ま ゆ う 39 41 0 2 0 0 4 62.81 70.07 

河 内 長 野 東 26 27 0 1 0 0 5 89.00 89.66 田 辺 東 50 51 0 1 0 0 5 93.05 93.74 

岸 和 田 54 54 0 1 0 1 5 83.33 81.95 富 田 林 37 39 1 2 0 0 4 68.82 74.72 

岸 和 田 東 56 56 0 0 0 0 4 90.50 90.58 富 田 林 南 21 21 0 0 0 0 4 76.47 80.52 

岸 和 田 北 31 30 0 0 0 1 4 96.43 94.84 和 歌 山 73 76 0 3 0 0 5 87.69 85.33 

岸 和 田 南 21 22 1 1 0 0 4 93.18 90.26 和歌山アゼリア 44 43 0 0 0 1 4 83.71 80.48 

粉 河 23 23 0 0 0 0 4 96.74 94.84 和 歌 山 東 58 58 0 0 0 0 4 90.80 91.60 

高 野 山 25 25 0 0 0 0 4 83.00 82.38 和 歌 山 城 南 39 40 0 1 0 0 4 89.59 88.02 

串 本 10 10 0 0 0 0 5 68.00 70.59 和 歌 山 北 47 47 0 0 0 0 3 76.74 76.45 

松 原 39 38 0 0 0 1 4 89.58 84.96 和 歌 山 南 87 89 0 2 0 0 4 85.53 84.54 

松 原 中 23 24 0 1 0 0 5 87.31 84.61 和 歌 山 中 32 32 0 0 0 0 4 86.54 80.53 

美 原 24 26 3 3 0 1 4 90.60 91.45 和 歌 山 西 20 20 0 0 0 0 5 94.74 94.74 

那 智 勝 浦 20 20 0 0 0 0 4 63.16 70.07 和 歌 山 東 南 39 39 0 0 0 0 4 89.19 86.49 

大 阪 金 剛 30 30 0 0 0 0 4 86.68 85.62      

 
クラブ 7 月 1 日クラブ会員数 10 月末クラブ会員数 入会 退会 

男性 2313 女性 135 男性 2356 女性 133

10 月平均

出席率 10 月 累計 10 月 累計 
75 

2448 2489 83.99 13 69 5 28



 
 

１２ 月  家族月間 
１日 (土) 「世界エイズデー」in 和歌山 わかちか広場 

２日 (日) 2008～09 年度のための第 1 回ガバナー補佐研修会 和泉市うお健ビル 

３日 (月)   

４日 (火)   

５日 (水) 公式訪問：阪南ＲＣ（昼） 泉州銀行阪南支店 

６日 (木)   

７日 (金)   

８日 (土) 
2008～09 年度のための会長エレクト勉強会 
ＩＡ地区委員会・顧問打ち合わせ会議 

泉大津市うお健ビル 
ＭＩＺＵＫＩ 

９日 (日) ＧＳＥ同窓会 ガバナー事務所 

１０日 (月)   

１１日 (火)   

１２日 (水)   

１３日 (木)   

１４日 (金)   

１５日 (土) ＩＭ６・７組（ホスト：貝塚コスモスＲＣ・忠岡ＲＣ） ゲートタワーホテル 

１６日 (日) 2008～09 年度のための地区委員長懇親会 和泉市うお健ビル 

１７日 (月)   

１８日 (火)   

１９日 (水)   

２０日 (木)   

２１日 (金)   

２２日 (土) 米山学友総会 くいだおれ 

２３日 (日) 

2008～2009 年度長期派遣学生第２回オリエンテーション（保護者同伴） 
2007～2008 年度長期受入学生への第３回オリエンテーション 
2008～2009 年度長期派遣学生・受け入れ学生・ROTEX との交流会 
インターアクト 海外研修旅行（12 月 23 日～29 日） （ホスト：松原高校） 

テクスピア大阪 

２４日 (月)   

２５日 (火)   

２６日 (水)   

２７日 (木)   

２８日 (金) ガバナー事務所年末年始休暇  

２９日 (土)   ↓  

３０日 (日)   ↓  

３１日 (月)   ↓  

 

 

 

 
 

国際ロータリー第２６４０地区 

ガバナー事務所のご案内 

 

〒640-8215 和歌山市橋丁 23 サイバーリンクス N-4 ビル 2F 

Ｔ Ｅ Ｌ （073）４２８－２６４０ 

Ｆ Ａ Ｘ （073）４２８－２６４３ 

Ｅ-ｍａｉｌ info@rid2640g.org 

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.rid2640g.org/hirahara/ 

勤 務 時 間 9：00～17：00（土・日・祝日は休み） 

ＳＴＡＦＦ 代表幹事 宇田 勝彦 

事 務 職 員 山本千恵子 平田有紀子 

 
１２月２８日（金）～１月４日（金）までお休みです。 
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